書評 : 山内惠『不自然な母親と呼ばれたフェミニスト : シャーロット・パーキンズ・ギルマンと新しい母性 』 by 松本 悠子
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不自然な母親と呼ばれたフェミニスト
域から脱出したとしても、社会全体のジェンダー構造
に関して領域論を否定することは難しい。著者の分析
によると、「ヒューマン＝男性」を目指すことが母性
を放棄することでしかないとするならば、新たな｢女
性による規範｣によって「新しい母性」をつくり直す
しかないとギルマンは論じたという。しかし、出産は
別として、子供を育てることが母性であるとする限
り、個人で行うか女性の共同作業かという違いがある
ものの、「新しい母性」といえども男性／女性の領域
論から逃れるすべはないであろう。その意味で、ギル
マンがどのように「近代」を超えようと格闘していた
のか、もう少し分析がほしいところである。
このようなギルマンの視点を、移民や黒人女性労働
者に対するギルマンのまなざし、あるいは優生学の信
奉などとともに、ギルマンといえどもその時代の思想
の枠組みからでることができなかった「限界」と論じ
ることもできよう。しかし、現代社会にも通じる社会
思想家としてのギルマンを考えるにあたり、｢限界｣
を論じるだけではなく、ギルマンの女性解放論が社会
全体のジェンダー構造の強固な枠組みをどのように変
えようとしていたのか、知りたいところである。個々
の男性のあり方やジェンダーに基づく社会構造の変革
も含めて論じる可能性がギルマンの思想の中に残され
ているのかどうか、著者にお伺いしたい。
もとより評者は、ジェンダーを歴史の分析手段とし
て重要であると考えているアメリカ史研究者であっ
て、フェミニズムの研究者でもアメリカ女性史の専
門家でもない。したがって、的外れの書評になってい
る可能性は大いにあり、その点ご容赦願いたい。本書
を書評させていただく機会を与えられて、一人の女性
の苦闘がどのように自らを解き放つ思想に結実するの
か、そのプロセスを追体験することができ、あらため
て思想史の面白さに気づくことができたことを感謝し
たい。
 （まつもと・ゆうこ　中央大学教授）
